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公益財団法人 仁科記念財団 

第 14 回 定 時 評 議 員 会 会 議 次 第 

日 時 令和 6 年 6 月 10 日（月曜日）13 時 00 分～14 時 00 分 

場 所 東京都文京区本駒込 2-28-8  

科研製薬株式会社地下 1 階「仁科倶楽部」会議室 

形 式 対面とオンライン（Zoom による）のハイブリッド 

＜ハイブリッドでの会議に先立って、出席者全員の映像および音声が共有されていること

を確認させていただきます。＞ （資料 1：評議員名簿）

1. 山田作衛評議員会会長挨拶。

2. 会長が議長となり、出席評議員数が定款第 22 条 2 項に定める定足数 6 名に達している

ことを確認の上、開会。（資料 1：評議員名簿）

3. 梶田隆章理事長報告

（1）本評議員会の開催につきましては、令和 6 年 5 月 20 日にオンラインで開催されまし

た第 46 回理事会におきまして議事録（資料 2）の通り承認されております。（定款第

23 条）

（2）令和 5 年度事業報告書および決算書につきましては、定款第 12 条に則り会計監査人

の会計監査および監事の監査を受け、第 46 回理事会において議事録（資料 2）の通り

承認されましたので、本評議員会第 1 号議案としてご審議いただきたく、案（資料 3）

として提出いたします。【議案審議の際に、事業報告書案：矢野常務理事説明、決算書

案：松林事務局長説明】

（3）第 46 回理事会において、矢野安重常務理事からの「仁科記念室の運営を含む仁科記

念財団の運営業務が定型化し、常勤常務理事としての業務が軽減したので、常勤を解

いて定款 33 条第 1 項に従って無報酬の常務理事としていただきたい」との申し出に

ついて審議し了承されましたので、本評議員会第 2 号議案としてお諮りいたします。

本議案は、定款第 24 条「評議員会の議事事項」のうち第 3 項「役員の報酬ならびに

費用の額の決定」に従っております。施行日は令和 6 年 7 月 1 日とします。なお、当

該常務理事より「施行日以降も、従前どおり、仁科記念室の運営と総務の統括を継続

する」旨、確認しております。

（4）令和 6 年度事業計画書および収支予算書は（資料 4）の通りとなっております。これ

らはオンラインでの第 45 回理事会において承認され、昨年度内に内閣府に届け出済

みであります。【事業計画書：常務理事説明、収支予算書：事務局長説明】

4. 議案審議

第 1 号議案：令和 5 年度事業報告書および決算書の承認の件
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  令和 5年度の事業報告書および決算書を原案の通り承認いたしたくお諮りいたします。

（定款第 12 条） 

第 2 号議案：矢野安重常勤常務理事の常勤を解く件 

  矢野安重常務理事の申し出通り、常勤を解いて定款 33 条第 1 項に従って無報酬の常務

理事といたしたくお諮りいたします。（定款第 24 条第 3 項）施行日は令和 6 年 7 月 1

日といたします。なお、当該常務理事より「施行日以降も、従前どおり、仁科記念室の

運営と総務の統括を継続する」旨、確認したことを議事録に付記します。 

5. 議事録署名人の選出

議事録署名人は、議長の他、出席された評議員 2 名にお願いいたします。（定款第 26 条）

【有本建男評議員と中村道治評議員にお願いする予定】 

以上 

[会議資料] 

（1）資料 1：評議員会名簿

（2）資料 2：第 46 回理事会議事録

（3）資料 3-1：令和 5 年度事業報告書（案）

資料 3-2：令和 5 年度決算書（案）

（4）資料 4-1：令和 6 年度事業計画書

資料 4-2：令和 6 年度収支予算書
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評議員 2023年6月5日就任 （任期4年） 

氏 名 所 属 

秋光   純 岡山大学異分野基礎科学研究所特任教授 

有本 建男 
国立大学法人政策研究大学院大学客員教授 

科学技術振興機構参与・研究開発戦略センター上席フェロー 

京藤 倫久 元日本学術振興会監事 

九後 太一 京都大学基礎物理学研究所特任教授 

小谷 元子 東北大学理事・副学長 

齋藤 軍治 京都大学名誉教授 

佐藤 勝彦 
独立行政法人日本学術振興会学術システム研究センター顧問 

東京大学名誉教授 

高橋 真理子 科学ジャーナリスト 

中村 道治 科学技術振興機構名誉理事長 

永宮 正治 
高エネルギー加速器研究機構・ダイヤモンドフェロー 

理化学研究所仁科加速器科学研究センター客員主管研究員 

山田  作衛 （会 長）

東京大学名誉教授 

高エネルギー加速器研究機構名誉教授 

総合研究大学院大学名誉教授 

資料１





公益財団法人仁科記念財団

第46回 理 事 会 議 事 録

1. 日時 令和 6 年 5 月 20 日（月曜日） 17時30 分～18時00 分

2. 形式 オンライン会議 (Zoom による）

3. 出 席 総数 11 名 （理事現在数 11 名）

出席理事：

安藤恒也 家泰弘 上蓑義朋 梶田隆章

須藤 靖 十倉好紀 初田哲男 早野龍五

矢野安重

出席監事：

荒船次郎、 伊藤公孝

出席事務局長：

松林孝昭

佐々木節

藤川和男

以上 11名

以上 2 名

4. 議事の経過と結果

第46回理事会をオンライン会議として開始するにあたって、 出席（参加）理事、 監事、 事務局

長全員の音声および映像が共有されていることを確認した。

定刻、梶田隆章理事長が議長となり、 出席理事数が定款第 37 条 3項に定める定足数6名に達し

ていることを確認の上、 理事会開会を宣言した。

(1) 議案審議

第 1 号議案：令和 5 年度事業報告書案および決算書案の承認の件

議長より、 第 14 回定時評議員会に諮る「令和 5 年度事業報告書案」および「決算書案」

について説明があったのち、 理事より、「事業報告書の1. (5) の末尾に、『司会は受賞者

の来日の労を取った磯暁高エネルギー加速器科学研究機構教授とこのセミナーを企画し

た』の文言を加える」よう指摘があり、 この修正を加えた事業報告書を全出席理事異議な

＜承認された。

第 2 号議案：矢野安重常勤常務理事の常勤を解く件

議長より、「矢野安重常務理事より、仁科記念室の運営を含む仁科記念財団の運営業務が

定型化し、 常勤常務理事としての業務が軽減したので、 常勤を解いて定款 33 条第1項に

従って無報酬の常務理事としていただきたいとの申し出があった」ことが報告され了承さ

れた。 本件は、 施行日を令和6年 7 月 1 日として、 第 14回定時評議員会に諮られる。 な

お、 当該常務理事より「施行日以降も、 従前どおり、 仁科記念室の運営と総務の統括を継

続する」旨、 確認したことを付記する。

第 3 号議案：第 14回定時評議員会の招集の件

議長より、第 14回定時評議員会を令和 6 年 6 月 10 日 13 :oo より、科研製薬株式会社「仁

ー

資料２
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公益財団法人仁科記念財団 

令和 5 年度（2023 年度）事業報告書（案） 

仁科記念財団は、故仁科芳雄博士のわが国及び世界の学術文化に対する功績を記念し、定

款第 4 条に掲げられている通り、広い意味の原子物理学およびその応用に関する研究におい

て次の公益目的事業を行う。（1）きわめて優秀な成果を収めた者に対する仁科記念賞など褒

賞の授与 （2）著名な研究者による仁科記念講演会など学術的交流・集会の開催 （3）歴史

的に貴重な資料・図書などの発掘・研究・保存・公開のための仁科記念室の運営 （4）知識

および思想を普及啓発するための出版物刊行などの活動（5）優秀な人材の海外への派遣お

よび外国からの受け入れの助成。 

１．令和 5 年度（2023 年度）に行った公益目的事業 

（1）きわめて優秀な成果を収めた者に対する仁科記念賞など褒賞の授与

■第 69 回仁科記念賞

仁科記念賞は、広い意味の原子物理学およびその応用に関して傑出した業績をあげた日本

の研究者に授けられる賞で、当財団創設の 昭和 30 年（1955 年）以来、毎年数名の研究者

に授与されてきた。 

これまでの受賞者の総数は 200 名（本年度の 1 名を含む）となり、その中からは、その後

国内外での著名な賞に輝いた受賞者が多く、研究者社会において仁科記念賞の価値と名誉は

広く認められている。たとえば、ノーベル物理学賞受賞者 6 名（江崎玲於奈氏、小林誠氏、

益川敏英氏、小柴昌俊氏、中村修二氏、梶田隆章氏）、文化勲章受章者 14 名、恩賜賞受賞者

10 名、日本学士院賞受賞者 33 名となっている。 

仁科記念賞規程では、① 6 月 1 日から 8 月 31 日の 3 ヶ月間、当財団ホームページ（HP）、

日本物理学会誌、応用物理学会誌等に、仁科記念賞候補者募集要項を公表するとともに、広

く学識者からの推薦を公募し ② 授賞件数は 3 件以内 ③ 選考は選考委員会で行い受賞者

には、賞状、賞牌と 1 件当り 60 万円の副賞を授ける ④ 選考結果は理事会の承認を得た後

すみやかに新聞紙上等に公表 ⑤ 授賞式は仁科芳雄博士の誕生日の 12 月 6 日、あるいはそ

れに近い日にこれまでの受賞者を含めた研究交流の懇談会の場で行うとしている。 

本年度第 69 回仁科記念賞もこの規程の通り選考が行われた。選考委員会（安藤恒也委員

長他 14 名）は、今年度推薦のあった 19 件の候補についてオンライン会議で慎重に審議し

たのち、次の 1 件（1 名）に授与することに決定した。 

1）業績題目：「ニュートリノ振動におけるCP非保存位相角δへの制限」

受 賞 者：市川温子

東北大学大学院理学研究科・教授 

資料３－１
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この結果は令和 5 年 10 月 19 日に開催された第 44 回理事会（オンライン会議）で承認さ

れ、11 月 7 日に日本アイソトープ協会第 3 会議室にて新聞発表を行った。受賞記事は、当

財団 HP に加えて、Association of Asia Pacific Physical Societies（AAPPS）の Bulletin に

も公開された。 

本年度の授賞式は、12 月 8 日に学士会館にて、受賞者 1 名と同伴者、理事長、常務理事、

選考委員長、評議員会会長ほか財団関係者に加え、仁科記念講演会講師、これまでの受賞者

と同伴者、寄附者、報道関係者が参加して行われた。最初に、梶田理事長から本年度の財団

の活動報告があったあと、安藤恒也選考委員長からの選考過程の説明があり、続いて理事長

から受賞者の市川温子教授へ賞状と賞牌が贈呈された。授賞式は、市川教授の受賞挨拶で終

了し、小谷元子評議員の乾杯の挨拶で懇親会が開かれた。 

■Nishina Asia Award（仁科アジア賞）

当財団は、平成 24年度（2012年度）に、アジアの若手研究者を鼓舞激励するためにNishina

Asia Award（仁科アジア賞）を創設し、2021 年度までには 10 回計 10 人の受賞者を数える

に至ったが、2022 年 10 月 27 日に開催された第 40 回理事会において「昨今のアジア諸国

における基礎物理学振興の高まりに鑑み、Nishina Asia Award の本来の使命は全うされた

と判断されることから、第 11回以降の Nishina Asia Award は廃止する」ことにしたため、

2022 年度以降の仁科アジア賞の募集は行っていない。 

（2）著名な研究者による仁科記念講演会など学術的交流・集会の開催

■第 69 回定例仁科記念講演会

仁科記念講演会は当財団創立以来の重要な事業で、社会に基礎物理学とその応用の真髄を

会得していただくため、毎年一般の参加を得て開催されてきている。 

本年度は、以下のように第 69 回定例仁科記念講演会「巨大ブラックホール撮像とデータ

サイエンス」が開催された。

    日 時：令和 5 年 12 月 8 日（金）15:00～17:00 

    場 所：東京大学本郷キャンパス理学部 4 号館 1220 号講義室 

YouTube にてライブ配信） 

主 催：公益財団法人仁科記念財団 

共 催：東京大学理学部物理学教室 

後 援：公益社団法人日本アイソトープ協会 

（プログラム） 

挨 拶：梶田隆章 仁科記念財団 理事長 

司 会：早野龍五 仁科記念財団 常務理事（総合司会） 
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須藤 靖 仁科記念財団理事 東京大学大学院理学系研究科教授 

講 演：「イベントホライズンテレスコープが見た銀河中心巨大ブラックホール」 

本間希樹 国立天文台水沢 VLBI 観測所 教授 

講 演：「データサイエンスが切り拓く天文学の未来」 

池田思朗 統計数理研究所 教授 

参加者：約 50 名（会場）、約 200 名（オンライン）  

当財団 HP にてポスター、スライド集を公開している。 

（3）仁科記念室史料の保管・整理・公開

 仁科記念室の歴史的に貴重な資料・図書などの保管・整理・公開を行った。関連諸機関と

も協力して史料の整理を進めるとともに、写真・書簡・論文等史料を電子化して当財団ホー

ムページの「仁科芳雄デジタル記念館」で逐次公開した。

・2024 年 1 月 15 日～1 月 30 日「理研板橋分所展」（主催：板橋区教育委員会）が板橋

区立中央図書館で開催され、仁科記念財団は「特別協力者」として参画した。理研板橋分所

には、仁科研究室の宇宙線グループの研究室があった。 

・2024 年 2 月 19 日 22:00～22:45 に NHK「映像の世紀バタフライエフェクト ~マンハ

ッタン計画～」が放映された。番組では「仁科博士の顔写真」と「欧州留学中の同僚との写

真」が紹介され、エンドロールに資料提供：仁科記念財団とクレジットが入った。 

（4）知識および思想を普及啓発するための出版物刊行

本年度も、仁科記念講演会の講演記録に加え、当財団がこれまで刊行してきた出版物を電

子化して HP の「仁科芳雄デジタル記念館」と「出版および史料研究調査」に順次公開した。 

刊行物としては、例年通り、2023 年版仁科記念財団案内（2023 年 6 月）を刊行した。こ

れまでの「財団案内」は、すべて HP で閲覧、ダウンロードできる。 

（5）優秀な人材の海外への派遣および外国からの受け入れの助成

新型コロナウイルス禍のために延期されてきた 2022 年度（第 10 回）仁科アジア賞

（Nishina Asia Award）の授賞式と講演会が、2023 年 8 月 28 日東京大学理学部 4 号館

1220 号室において開催された 主催：仁科記念財団、共催：東京大学物理学教室。梶田隆章

理事長の挨拶、佐々木節仁科アジア賞選考委員長の選考経過の紹介に続いて、理事長から、

受賞者の Prof. Suvrat Raju, International Center for Theoretical Sciences Tata Institute 

of Fundamental Research, Bengaluru, India にメダルと賞状の付いた両開きの賞牌が手渡

され、続いて受賞講演「Holography of Information, gravitational constraints and black-

hole evaporation」があった。司会は受賞者の来日に労を取った磯暁高エネルギー加速器研

究機構教授とこのセミナーを企画した松尾泰東京大学大学院理学系研究科物理学教室教授。 

２．賛助会員および特別寄附 
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・本年度の賛助会員数は 4 法人（科研製薬株式会社、鹿島建設株式会社、キッコーマン株

式会社、住友化学株式会社）。

・公益社団法人日本アイソトープ協会から一昨年度に続き寄附金を頂戴した。

・公益財団法人科学振興仁科財団（岡山県里庄町）から昨年度に続き寄附金を頂戴した。 

３．物故 

・顧問、江澤洋氏が、2023 年 9 月 10 日に逝去された。享年 91 歳。

・助言委員、矢崎裕二氏が、2023 年 12 月 13 日に逝去された。享年 83 歳,

・助言委員、原康夫氏が、2024 年 2 月 13 日に逝去された。享年 90 歳。

４．会議 

本年度開催した評議員会、理事会、選考委員会、運営会議・運営諮問委員会の開催日時、

出席者、議事は以下の通り。第 3 回と第 8 回の運営会議・運営諮問委員会は対面とオンライ

ン併用でのハイブリッドで行ったが、それ以外の運営会議・運営諮問委員会、評議員会、理

事会はすべてオンラインで開催した。なお、評議員会と理事会の議事録は、HP に公示して

いる。 

（1）評議員会

1）第 13 回（定時）

日時：令和 5 年 6 月 5 日 13：00～14：00

出席評議員：秋光純、有本建男、京藤倫久、九後太一、齋藤軍治、佐藤勝彦、高橋真

理子、山田作衛（会長）、吉田庄一郎 

欠席評議員：江澤洋、郷通子 

出席監事：荒船次郎 

出席理事：小林誠理事長、矢野安重常務理事 

出席事務局長：松林孝昭 

議事：①令和 4 年度事業報告書および決算書が承認された。 

②次期評議員（任期は 4 年後の定時評議員会終了時まで）として、永宮正治理

事、小谷元子東北大学理事・副学長、中村道治科学技術振興機構顧問を新任、

秋光純評議員、有本建男評議員、京藤倫久評議員、九後太一評議員、齋藤軍治

評議員、佐藤勝彦評議員、高橋真理子評議員、山田作衛評議員を重任とする案

が了承された。  

③次期理事（任期は 2 年後の定時評議員会終了時まで）として、須藤靖運営諮

問委員、初田哲男運営諮問委員、早野龍五運営諮問委員長を新任、安藤恒也理

事、家泰弘常務理事、上蓑義朋理事、梶田隆章理事、佐々木節理事、十倉好紀

理事、藤川和男常務理事、矢野安重常務理事を重任とし、次期監事（任期は 2
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年後の定時評議員会終了時まで）として伊藤公孝理事を新任、荒船次郎監事を

重任とする案が了承された。  

④会計監査人（任期は 1 年後の定時評議員会終了時まで）として宮田芳直氏を

重任とする案が了承された。 

（2）理事会

1）第 42 回

日時：令和 5 年 5 月 16 日 17：30～18：00

出席理事：安藤恒也、家泰弘、伊藤公孝、上蓑義朋、梶田隆章、小林誠、佐々木節、

永宮正治、藤川和男、矢野安重 

出席監事：荒船次郎 

出席事務局長：松林孝昭 

議事：①小林誠理事長より、令和 4 年度事業報告書案および決算書案の説明があり、

審議の結果、全出席理事異議なく原案を第 13 回定時評議員会に諮ることが承

認された。  

②小林理事長より、第 13 回定時評議員会に本理事会から推薦する次期評議員、

理事、監事、会計監査人の候補案が以下の通り提示され、審議の結果、全出席

理事異議なく原案通り承認された。候補者案は、次期評議員（任期は 4 年後の

定時評議員会終了時まで）として、永宮正治理事、小谷元子東北大学理事・副

学長、中村道治科学技術振興機構顧問を新任、秋光純評議員、有本建男評議員、

京藤倫久評議員、九後太一評議員、齋藤軍治評議員、佐藤勝彦評議員、高橋真

理子評議員、山田作衛評議員を重任、また、次期理事（任期は 2 年後の定時評

議員会終了時まで）として、須藤靖運営諮問委員、初田哲男運営諮問委員、早

野龍五運営諮問委員長を新任、安藤恒也理事、家泰弘常務理事、上蓑義朋理事、

梶田隆章理事、佐々木節理事、十倉好紀理事、藤川和男常務理事、矢野安重常

務理事を重任、次期監事（任期は 2 年後の定時評議員会終了時まで）として伊

藤公孝理事を新任、荒船次郎監事を重任、会計監査人（任期は 1 年後の定時評

議員会終了時まで）として宮田芳直氏を重任。  

③小林理事長より、第 13 回定時評議員会を令和 5 年 6 月 5 日 13:00 よりオ

ンラインにて開催したい旨提案があり、全出席理事異議なく承認された。

④小林理事長より、次期運営諮問委員候補として村尾美緒・東京大学大学院理

学系研究科物理学専攻物理学科教授、中畑雅行・東京大学宇宙線研究所所長、

藤澤彰英・九州大学応用力学研究所核融合力学部門主幹教授、森初果・東京大

学物性研究所教授、松尾由賀利・法政大学理工学部創生科学科教授を新任候補

とし、櫻井博儀、永長直人前運営諮問委員を重任候補としたい旨、提案があり
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全出席理事異議なく承認された。また、永長直人運営諮問委員を委員長候補と

することが承認された。 

2）第 43 回

日時：令和 5 年 6 月 6 日 18：30～19：00

出席理事：安藤恒也、家泰弘、上蓑義朋、梶田隆章、佐々木節、須藤靖、十倉好紀、

初田哲男、早野龍五、藤川和男、矢野安重 

出席監事：荒船次郎、伊藤公孝 

出席事務局長：松林孝昭 

議事：①出席理事から選出された安藤恒也議長より、梶田隆章理事を代表理事（理事

長）としたい旨提案があり、全出席理事異議なく承認された。 

②議長より、早野龍五理事、藤川和男理事、矢野安重理事を、それぞれ、仁科

記念講演会、仁科記念賞、総務担当の業務執行理事（常務理事）としたい旨提

案があり、全出席理事異議なく承認された。  

③議長より、矢野安重常務理事を常勤とし、定款第 28 条第 3 項の「理事長に

事故あるときまたは理事長が欠けたときは、評議員会および理事会招集ならび

に理事会議長の職務を代行する」常務理事としたい旨提案があり、全出席理事

異議なく承認された。  

④議長より、運営諮問委員として村尾美緒・東京大学大学院理学系研究科物理

学専攻物理学科教授、中畑雅行・東京大学宇宙線研究所所長、藤澤彰英・九州

大学応用力学研究所核融合力学部門主幹教授、森初果・東京大学物性研究所教

授、松尾由賀利・法政大学理工学部創生科学科教授を新任し、櫻井博儀、永長

直人前運営諮問委員を重任したい旨、提案があり全出席理事異議なく承認され

た。また、永長直人運営諮問委員を委員長とすることが承認された。 

⑤議長より、顧問を江崎玲於奈、野依良治両先生に加えて、新たに小林誠、鈴

木増雄、西村純、山崎敏光、江澤洋先生にお願いしたい、また、助言委員を、

西村純、秋元勇巳、飯島澄男、岩田末廣、延與秀人、岡本拓司、勝又紘一、岸

輝雄、木舟正、小林俊一、三田一郎、斯波弘行、壽榮松宏仁、菅原寛孝、杉本

大一郎、土屋荘次、中井浩二、並木雅俊、野本憲一、橋本英二、原康夫、堀内

昶、政池明、茂木友三郎、矢崎紘一、矢崎裕二、和田昭允前助言委員にお願い

したい、さらに、西村純先生には助言委員会委員長をお願いしたい旨提案があ

り全出席理事異議なく承認された。 

3）第 44 回

日時：令和 5 年 10 月 19 日 17：30～18：00
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出席理事：安藤恒也、家泰弘、上蓑義朋、梶田隆章、佐々木節、初田哲男、早野龍五、

藤川和男、矢野安重 

欠席理事：十倉好紀 

出席監事：荒船次郎、伊藤公孝 

出席選考委員長：安藤恒也委員長 

出席事務局長：松林孝昭 

報告：議案審議に先立って、定款第 28 条第 4 項に則り、梶田隆章理事長、早野龍

五常務理事、藤川和男常務理事、矢野安重常務理事より、本年度上半期に行っ

た、それぞれ、財団運営の総理、仁科記念講演会の開催、仁科記念賞および仁

科アジア賞の運営、財団運営の総務についての業務執行状況が個別に報告され

た。 

議事：①令和 5 年度 (第 69 回) 仁科記念賞を決定した。 

4）第 45 回

日時：令和 6 年 3 月 11 日 17：30～18：30

出席理事：安藤恒也、家泰弘、上蓑義朋、梶田隆章、佐々木節、須藤靖、

十倉好紀、早野龍五、藤川和男、矢野安重 

欠席理事：初田哲男 

出席監事：荒船次郎、伊藤公孝 

出席事務局長：松林孝昭 

報告：議案審議に先立って、定款第 28 条第 4 項に則り、梶田隆章理事長、早野龍

五常務理事、藤川和男常務理事、矢野安重常務理事より、本年度下半期に行っ

た、それぞれ、財団運営の総理、仁科記念講演会の開催、仁科記念賞および仁

科アジア賞の運営、財団運営の総務についての業務執行状況が個別に報告され

た。 

議事： ①令和 6 年度（2024 年度）事業計画書および収支予算書案を承認した。 

②梶田理事長より、2024 年度事業計画を遂行するにあたり、特定資産を 640

万円取り崩したい旨提案があった。家理事より、実際には特定資産の取り崩し

額が 640 万円に達しない場合もあるのではないかとの意見があり、梶田理事

長から予算案に記された 640 万円の取り崩しは上限と考えることを明確にす

べきかとの発言があった。種々の議論の後、実質的に上限であることは認識さ

れているとして、本件は提案の通り承認された。 

③梶田理事長より、次期仁科記念賞選考委員（任期：2024 年 4 月 1 日から

2026 年 3 月末日まで）として、安藤恒也委員長および現委員 7 名を重任とし、
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新たに 7 名を選任したい旨提案があり、審議の結果、全出席理事異議なく原案

通り承認された。 

④梶田理事長より、仁科記念賞規程の第 5 条第 3 項を「選考委員は、候補者

を推薦することができない。また、推薦された候補者の協力者である場合、そ

の他特別の利害関係がある場合には、当該候補者の審議及び議決に加わること

ができない」（下線部分を追加）と改正したい旨提案があり、審議の結果、全

出席理事異議なく承認された。 

⑤梶田理事長より「2024 年度には資金調達及び設備投資の予定はない」旨報

告があり、全出席理事が了承した。 

⑥梶田理事長より「定款第 48 条第 2 項により、松林孝昭氏を、経理を主たる

業務とする事務局長（原則週 2 日勤務）として重任したい」旨提案があり全出

席理事が承認した。 

（3） 仁科記念賞選考委員会

1）第 1 回

日時：令和 5 年 9 月 25 日 17：00～21：00

出席委員：安藤恒也委員長、選考委員

出席理事：梶田隆章理事長、藤川和男、矢野安重常務理事

2）第 2 回

日時：令和 5 年 10 月 11 日 17：00～21：00

出席委員：安藤恒也委員長、選考委員

出席理事：梶田隆章理事長、藤川和男、矢野安重常務理事

議題；①令和 5 年度仁科記念賞受賞者の選考委員会案を決定した。

（4）運営会議・運営諮問委員会

1）第 1 回

日時：令和 5 年 4 月 25 日（火）17:30~19:30

出席委員：早野龍五委員長、磯暁、櫻井博儀、須藤靖、永長直人、初田哲男

出席理事：小林誠理事長、家泰弘、藤川和男、矢野安重常務理事、伊藤公孝、

上蓑義朋、梶田隆章、佐々木節、十倉好紀、永宮正治 

  出席監事：荒船次郎 

オブザーバー：西村純、山田作衛

事務局：松林孝昭 
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議題：①2022 年度事業報告書および決算書案について：了承  ②12 月 8 日に、仁

科記念賞授賞式を行うことについて：了承  ③2023 年度の仁科記念講演会の

企画について：継続審議 ④「仁科記念室」の運営について：継続審議 

2）第 2 回

日時：令和 5 年 5 月 16 日 18：00～19：30

出席委員：早野龍五委員長、櫻井博儀、須藤靖、永長直人、初田哲男

出席理事：小林誠理事長、家泰弘、藤川和男、矢野安重常務理事、伊藤公孝、

上蓑義朋、梶田隆章、佐々木節、十倉好紀、永宮正治 

出席監事：荒船次郎 

オブザーバー：秋光純、西村純、山田作衛

事務局：松林孝昭 

議題：①2023 年度の仁科記念講演会の企画について：継続審議 ②「仁科記念室」

の運営について：継続審議 

3）第 3 回

日時：令和 5 年 6 月 26 日 17：30～18：00

場所：日本アイソトープ協会第 3 会議室

形式：ハイブリッド（Zoom によるオンライン出席を併用）

出席委員：永長直人委員長、中畑雅行、藤澤彰英、松尾由賀利、村尾美緒、森初果

出席理事：梶田隆章理事長、早野龍五、藤川和男、矢野安重常務理事、安藤恒也、

家泰弘、上蓑義朋、須藤靖、十倉好紀 

  出席監事：荒船次郎、伊藤公孝 

オブザーバー：秋光純、西村純、山田作衛

  事務局：松林孝昭 

会に先立って、梶田隆章新理事長の就任挨拶に続いて、出席した運営会議メンバーと

松林孝昭事務局長から挨拶があった。 

議題：① 2023 年度の仁科記念講演会の企画について：継続審議 ②「仁科記念室」

の運営について：継続審議 

4）第 4 回

日時：令和 5 年 7 月 25 日 17：30～19：30

出席委員：永長直人委員長、藤澤彰英、松尾由賀利、森初果

出席理事：梶田隆章理事長、早野龍五、藤川和男、矢野安重常務理事、安藤恒也、

家泰弘、上蓑義朋、須藤靖、初田哲男 
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出席監事：荒船次郎、伊藤公孝 

オブザーバー：秋光純、永宮正治、西村純、山田作衛

事務局：松林孝昭 

報告：① 7 月 19 日、法務局から新役員等の「登記簿謄本」が届き、役員等変更の内

閣府への申請が完了した。 

議題：①2023 年度の仁科記念講演会の企画について：担当者、ポスター、宣伝など

②「仁科記念室」の運営について：継続審議 ③定款の改定について：継続審

議 

5）第 5 回

日時：令和 5 年 9 月 28 日 17：30～19：30

出席委員：永長直人委員長、櫻井博儀、中畑雅行、藤澤彰英、松尾由賀利

出席理事：梶田隆章理事長、早野龍五、藤川和男、矢野安重常務理事、安藤恒也、

家泰弘、上蓑義朋、佐々木節、須藤靖、十倉好紀 

出席監事：荒船次郎、伊藤公孝 

オブザーバー：秋光純、永宮正治、西村純、山田作衛

事務局：松林孝昭 

議題：①2023 年度の仁科記念講演会の企画について：早野常務理事が提案した、本

間希樹、池田思朗両教授に講師を依頼することにした。企画担当は須藤理事。 

②「仁科記念室」の運営について：継続審議 ③定款の改定について：継続審

議 ④第 8 回、第 9 回 NAA 受賞者の講演会について：継続審議 ⑤伊藤憲

二氏著「励起」を購入して配布するかどうか：出版販売が好調なので取りやめ

る。 

6）第 6 回

日時：令和 5 年 10 月 19 日 18：00～19：30

出席委員：永長直人委員長、櫻井博儀、中畑雅行、藤澤彰英、松尾由賀利

出席理事：梶田隆章理事長、早野龍五、藤川和男、矢野安重常務理事、安藤恒也、

家泰弘、上蓑義朋、佐々木節、初田哲男 

出席監事：荒船次郎、伊藤公孝 

オブザーバー：永宮正治、西村純、山田作衛

事務局：松林孝昭 

議題：①2023 年度の仁科記念講演会ついて（当日の YouTube 配信と集客）：須藤理

事が村尾運営諮問委委員に依頼。  ②第 8 回、第 9 回 NAA 受賞者講演の担
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当者について：継続審議  ③仁科史料についての理研との協定について：継

続審議 

7）第 7 回

日時：令和 5 年 12 月 23 日 17：30～19：30

出席委員：永長直人委員長、櫻井博儀, 藤澤彰英

出席理事：梶田隆章理事長、早野龍五、藤川和男、矢野安重常務理事、安藤恒也、

家泰弘、上蓑義朋、佐々木節、須藤靖、十倉好紀 

出席監事：荒船次郎、伊藤公孝 

オブザーバー：秋光純、永宮正治、西村純、山田作衛

事務局：松林孝昭 

議題：①2024 年 1 月 15 日～1 月 30 日に板橋区教育委員会が開催する展覧会（仁科

研究室板橋分室が登場する）に＜仁科記念財団＞が特別協力する件について：

矢野常務理事より概要説明があり、仁科記念財団が「特別協力者」として板橋

区教育委員会が作成するパンフレット等に記載されることが承認された。  

②第 8 回 W. Yao、第 9 回 Y. Jing NAA 受賞者による＜講演開催の担当者＞

について：永長運営諮問委員長が担当。  ③来年度の仁科記念賞授賞式を、

1) 12 月 6 日（金）に学士会館にて今年度と同様な形式＜着席テーブルあり＞

で開催することについて：立食形式とする 2)＜受賞者の希望する招待者＞を

何名か招待することについて：藤川常務理事の提案の通り、今後の授賞式では、

受賞者の親族の他に、受賞者が招待を希望する者（受賞 1 件あたり 3 名程度以

内）を招待することとした  ④仁科史料についての理研との協定について：

早野常務理事より、当財団が理研に寄贈した「仁科芳雄博士の史料」の法的位

置づけについて、知人の専門家の意見が披露され、それに基づく理研との「仁

科芳雄博士の史料に関する協定書」の内容の案が示された。今後さらに継続し

て審議。 

8）第 8 回

日時：令和 6 年 1 月 30 日 17：30～18：00 

出席委員：永長直人委員長、中畑雅行、藤澤彰英、松尾由賀利、村尾美緒 

出席理事：梶田隆章理事長、家泰弘、藤川和男、矢野安重常務理事、安藤恒也、 

家泰弘、佐々木節、須藤靖、十倉好紀 

出席監事：荒船次郎、伊藤公孝 

オブザーバー：秋光純、永宮正治、西村純、山田作衛

事務局：松林孝昭 
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議題：理事会からの報告事項のみ 

9）第 9 回

日時：令和 6 年 2 月 15 日 17：30～19：30

出席委員：永長直人委員長、中畑雅行、藤澤彰英、松尾由賀利、村尾美緒

出席理事：梶田隆章理事長、家泰弘、藤川和男、矢野安重常務理事、安藤恒也、

家泰弘、佐々木節、須藤靖、十倉好紀  

出席監事：荒船次郎、伊藤公孝 

オブザーバー：秋光純、永宮正治、西村純、山田作衛

事務局：松林孝昭 

議題：①令和 6 年度（2024 年度）事業計画書（案）及び 収支予算書（案）につい

て ②特定資産の取り崩し（取り崩し額は収支予算書に記載）について：今後、「重

大な危機感をもって、寄附と賛助会員数拡大に努力する必要があること」を確認した。 

③「仁科記念賞規程」の改正について：理事長より提案があり、仁科記念賞規程第 5 

条第 3 項の冒頭に「選考委員は、候補者を推薦することができない」を加えること

とした。  ④仁科記念賞授賞式の式次第について：藤川常務理事 より「仁科記念

賞授賞式式次第」について提案があり、1) 理事長挨拶からメダル授与までは、仁科記

念賞担当常務理事が司会し、乾杯の挨拶から祝賀会は、講演会担当理事が司会し、閉

会は総務担当理事が行う。2) 受賞者は希望により、同伴者（または家族）以外で 3 

名までの関係者を招待することができる（但し、受賞 1 件あたり 3 名程度以内）3)  

祝賀会は立食形式を基本とする。4）授賞式会場は、予約の都合上、5 月末までに運営

会議で決める、こととした。  ⑤仁科記念賞賞状の「君付け」について：調査によ

ると「殿」が一般的であった。  ⑥「仁科記念室史料に関する財団と理研の協定」

の進捗状況について：早野常務理事から「2019 年 9 月 18 日付の理研への『寄附申込

書』（小林理事長印あり。寄附物品内容証明書付き）には、『尚、寄附した物品の活

用方法等は、国立研究開発法人理化学研究所に一任致します。』という付帯条件が記

されているので、協定書・覚書作成には、この条件を踏まえたうえで、当財団側の計

画に支障がないよう（矢野常務理事が仁科記念室史料担当から離れることを前提に）

作成する必要がある。」と報告があった。また、矢野常務理事から「寄附申込書」に

付属の「寄附物品内容証明書」には記載されていない「仁科記念室史料」のリストが

第 9 回運営会議・運営諮問委員会に示された。 

本事業報告書には、以上のほか記述するべきことはありません。 



資料３－２



私の財務諸表等に対する 監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれてお らず、 私はその

他の記載内容に対 して意見を表明する ものではない。

財務諸表等の監査におけ る 私の責任は、 その他の記載内容を通読し、 通読の過程において、 そ

の他の記載内容と財務諸表等又は私が監査の過程で得た知識と の間に重要な相違が あ るか ど う

か検討する こ と、 また、その よ う な重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤り の兆候が あ

る か ど う か注意を払う こ と にあ る。

私は、 実施 した作業に基づき、 その他の記載内容に重要な誤り がある と 判断 した場合には、 そ

の事実を報告する こ と が求め ら れている。

その他の記載内容に関 して、 私が報告すべき事項はない。

財務諸表等に対する理事者及び監事の責任

理事者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠して財

務諸表等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない

財務諸表等を作成し適正に表示するために理事者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ

とが含まれる。

財務諸表等を作成するに当たり、理事者は、継続組織の前提に基づき財務諸表等を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に基

づいて継続組織に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監事の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における理事の職務の執行を監視することにある。

財務諸表等の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表等に不正又は誤謬に

よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場か

ら財務諸表等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性

があり、個別に又は集計すると、財務諸表等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれ

る場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応

した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表

明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

• 財務諸表等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監

査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する

内部統制を検討する。

・ 理事者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに理事者によって行われた会計上の

見積りの合理 性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 理事者が継続組織を前提として財務諸表等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監

査証拠に基づき、継続組織の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確

実性が認められるかどうか結論付ける。継続組織の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、

監査報告書において財務諸表等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財
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（1） 貸　借　対　照　表
令和6年3月31日現在

（単位:円）
当　年　度 前　年　度 増　　　減

Ⅰ　資産の部
1.流動資産

現金預金 3,751,387 2,963,049 788,338 
未収収益 0 0 0 
前払金 0 0 0 

流動資産合計 3,751,387 2,963,049 788,338 

2. 固定資産
(1) 基本財産

投資有価証券 580,414,983 580,641,955 △ 226,972
預金 5,909,992 5,683,020 226,972

基本財産合計 586,324,975 586,324,975 0 

（2） 特定資産
仁科記念奨励基金

投資有価証券 50,339,182 50,488,419 △ 149,237
預金 52,000,000 55,000,000 △ 3,000,000

特定資産合計 102,339,182 105,488,419 △ 3,149,237

（3） その他の固定資産 0 0 0 

固定資産合計 688,664,157 691,813,394 △ 3,149,237

資産合計 692,415,544 694,776,443 △ 2,360,899

Ⅱ　負債の部
1.流動負債

未払金 79,851 70,129 9,722 
預り金 11,940 33,380 △ 21,440

流動負債合計 91,791 103,509 △ 11,718

2.固定負債 0 0 0 

負債合計 91,791 103,509 △ 11,718

Ⅲ　正味財産の部
1.指定正味財産 631,324,975 632,324,975 △ 1,000,000

（うち基本財産への充当額） (586,324,975) (586,324,975) (0)
（うち特定資産への充当額） (45,000,000) (46,000,000) (△ 1,000,000)

2.一般正味財産 60,998,778 62,347,959 △ 1,349,181
（うち基本財産への充当額） (0) (0) (0)
（うち特定資産への充当額） (57,339,182) (59,488,419) (△ 2,149,237)

正味財産合計 692,323,753 694,672,934 △ 2,349,181

負債及び正味財産合計 692,415,544 694,776,443 △ 2,360,899

科 目
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（単位:円）

当　年　度 前　年　度 増　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

（1）　経常収益
①　基本財産運用益 (4,756,141) (4,934,508) (△ 178,367)

基本財産受取利息 4,756,141 4,934,508 △ 178,367 
②　特定資産運用益 (175,316) (175,465) (△ 149)

特定資産受取利息 175,316 175,465 △ 149 
③　受取会費 (1,010,000) (1,210,000) (△ 200,000)

賛助会費受取会費 1,010,000 1,210,000 △ 200,000 
④　受取寄付金 (2,101,000) (100,000) (2,001,000)

受取寄付金 2,101,000 100,000 2,001,000 
⑤　雑収益 (31) (1,723) (△ 1,692)

雑収益 31 1,723 △ 1,692 

経常収益　計 8,042,488 6,421,696 1,620,792 

(2） 経常費用　

①　事業費 (7,068,806) (8,260,810) (△ 1,192,004)
仁科記念賞顕彰費 1,428,507 2,604,007 △ 1,175,500 
仁科記念講演会費 155,370 147,090 8,280 
仁科記念奨励金 844,450 35,200 809,250 
研究関連出版物刊行費 0 0 0 
諸謝金 233,870 457,717 △ 223,847 
役員報酬 600,000 600,000 0 
給料手当 2,313,589 2,773,813 △ 460,224 
旅費交通費 218,020 246,800 △ 28,780 
会議費 75,086 143,493 △ 68,407 
通信運搬費 37,215 31,557 5,658 
消耗品費 242,475 174,314 68,161 
賃借料 480,000 480,000 0 
物件使用料 363,000 421,808 △ 58,808 
支払手数料 77,224 20,697 56,527 
雑費 0 124,314 △ 124,314 

②　管理費 (3,322,863) (3,863,511) (△ 540,648)

諸謝金 333,341 330,000 3,341 
役員報酬 600,000 600,000 0 
給料手当 1,271,061 1,775,412 △ 504,351 
福利厚生費 13,775 14,819 △ 1,044 
旅費交通費 69,490 115,980 △ 46,490 
会議費 0 200 △ 200 
印刷製本費 163,790 253,323 △ 89,533 
通信運搬費 24,695 36,447 △ 11,752 
消耗品費 197,961 174,857 23,104 
賃借料 120,000 120,000 0 
物件使用料 363,000 363,000 0 
支払手数料 8,592 7,473 1,119 
雑費 157,158 72,000 85,158 

10,391,669 12,124,321 △ 1,732,652 

当期経常増減額 △ 2,349,181 △ 5,702,625 3,353,444 

科　　　　　　　　　　目

経常費用　計

令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

　正味財産増減計算書

2023年4月1日から2024年3月31日まで
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2.　経常外増減の部

（1）　経常外収益　(資産受贈益) 0 0 0 
経常外収益　計 0 0 0 

（2）　経常外費用 0 
経常外費用　計 0 0 0 

当期経常外増減額 0 0 0 

当期一般正味財産増減額 △ 1,349,181 △ 1,702,625 353,444 

一般正味財産期首残高 62,347,959 64,050,584 △ 1,702,625 

一般正味財産期末残高 60,998,778 62,347,959 △ 1,349,181 

Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産運用益 4,756,141 4,934,508 △ 178,367 

一般正味財産への振替額 △ 4,756,141 △ 4,934,508 178,367 

当期指定正味財産増減額 △ 1,000,000 △ 4,000,000 

指定正味財産期首残高 632,324,975 636,324,975 △ 4,000,000 

指定正味財産期末残高 631,324,975 632,324,975 △ 1,000,000 

Ⅲ　正味財産期末残高 692,323,753 694,672,934 △ 2,349,181 

3



（単位:円）
公益目的事業 法人会計 合　　　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.経常増減の部
（1） 経常収益

① 基本財産運用益 (3,329,299) (1,426,842) (4,756,141)
基本財産受取利息 3,329,299 1,426,842 4,756,141 

② 特定資産運用益 (175,316) (175,316)
特定資産受取利息 175,316 175,316 

③ 受取会費 (505,000) (505,000) (1,010,000)
賛助会費受取会費 505,000 505,000 1,010,000 

④ 受取寄付金 (2,051,000) (50,000) (2,101,000)
受取寄付金 2,051,000 50,000 2,101,000 

⑤ 雑収益 (0) (31) (31)
雑収益 0 31 31 
経常収益　計 5,885,299 2,157,189 8,042,488 

(2） 経常費用
① 事業費 (7,068,806) (7,068,806)

仁科記念賞顕彰費 1,428,507 1,428,507 
仁科記念講演会費 155,370 155,370 
仁科記念奨励金 844,450 844,450 
研究関連出版物刊行費 0 0 
諸謝金 233,870 233,870 
役員報酬 600,000 600,000 
給料手当 2,313,589 2,313,589 
旅費交通費 218,020 218,020 
会議費 75,086 75,086 
通信運搬費 37,215 37,215 
消耗品費 242,475 242,475 
賃借料 480,000 480,000 
物件使用料 363,000 363,000 
支払手数料 77,224 77,224 
雑費 0 0 

② 管理費 (3,322,863) (3,322,863)
諸謝金 333,341 333,341 
役員報酬 600,000 600,000 
給料手当 1,271,061 1,271,061 
福利厚生費 13,775 13,775 
旅費交通費 69,490 69,490 
会議費 0 0 
印刷製本費 163,790 163,790 
通信運搬費 24,695 24,695 
消耗品費 197,961 197,961 
賃借料 120,000 120,000 
物件使用料 363,000 363,000 
支払手数料 8,592 8,592 
雑費 157,158 157,158 

7,068,806 3,322,863 10,391,669 
当期経常増減額 △ 1,183,507 △ 1,165,674 △ 2,349,181

2. 経常外増減の部
（1） 経常外収益　(資産受贈益) 0 

経常外収益　計 0 
（2） 経常外費用

経常外費用　計 0 
当期経常外増減額 0 
当期一般正味財産増減額 △ 183,507 △ 1,165,674 △ 1,349,181
一般正味財産期首残高 62,347,959
一般正味財産期末残高 60,998,778 

Ⅱ　指定正味財産増減の部
基本財産運用益 3,329,299 1,426,842 4,756,141 
一般正味財産への振替額 △ 3,329,299 △ 1,426,842 △ 4,756,141
当期指定正味財産増減額 △ 1,000,000 △ 1,000,000
指定正味財産期首残高 632,324,975 
指定正味財産期末残高 631,324,975 

Ⅲ　正味財産期末残高 692,323,753 

経常費用　計

科 目

正味財産増減計算書　内訳書
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで
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財務諸表に対する注記 

 

1. 重要な会計方針 

 

（1）適用している会計基準 

    平成 20 年 4 月 11 日(改正平成 21 年 10 月 16 日)に内閣府公益認定等委員会より公表された「公益法人会計

基準」を適用している。 

（2）有価証券の評価基準及び評価方法について 

   すべて満期保有目的の債券として償却原価法（定額法）を採用している。 

（3）消費税等の処理について 

   消費税等の会計処理は、税込方式によっている。 

 

 

2. 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 

（単位:円） 

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産 

 投資有価証券 

 預    金 

 

580,641,955 

5,683,020 

 

0 

5,909,992 

 

226,972 

5,683,020 

 

580,414,983 

5,909,992 

小   計 586,324,975 5,909,992 5,909,992 586,324,975 

特定資産（仁科記念奨励基金） 

投資有価証券 

預    金 

 

50,488,419 

55,000,000 

 

0 

52,000,000 

 

149,237 

55,000,000 

 

50,339,182 

52,000,000 

小   計 105,488,419 52,000,000 55,149,237 102,339,182 

合   計 691,813,394 57,909,992 61,059,229 688,664,157 

 

 

3. 基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 

（単位:円）  

科  目 当期末残高 
うち指定正味財

産からの充当額 

うち一般正味財

産からの充当額 

うち負債に対

応する額 

基本財産 

 投資有価証券 

 預    金 

 

580,414,983 

5,909,992 

 

580,414,983 

5,909,992 

 

0 

0 

 

0 

0 

小   計 586,324,975 586,324,975 0 0 

特定資産（仁科記念奨励基金） 

 投資有価証券 

預    金 

 

50,339,182 

52,000,000 

 

0 

45,000,000 

 

50,339,182 

7,000,000 

 

0 

0 

小   計 102,339,182 45,000,000 57,339,182 0 

合   計 688,664,157 631,324,975 57,339,182  0 

 

4. 担保に供している資産はない。 
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5. 保証債務はない。

6. 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

種類及び銘柄 帳 簿 価 額 時 価 評 価 損 益

基本財産 

第 177 回利付国債（20 年物） 

第 9 回三井住友 FG 社債(劣後債) 

第 26 回三菱東京 UFJ 銀行社債  

(劣後債) 

ＪＰモルガン・チェース＆ＣＯ・ 

ユーロ円債

福岡市平成 27 年度第 5回公募公債 

第 61 回日産自動車社債 

50,000,000 

40,083,395 

100,000,000 

250,000,000 

40,177,212 

100,154,376 

42,913,500 

39,640,000 

101,949,000 

192,755,000 

40,178,000 

98,767,000 

△7,086,500

△443,395

1,949,000 

△57,245,000

788 

△1,387,376

小 計 580,414,983 516,202,500 △64,212,483

特定資産（仁科記念奨励基金） 

第 175 回利付国債(20 年) 

第 321 回北海道電力社債 

岡山県平成 26 年度第 2 回公募公債 

20,231,110 

20,082,133 

10,025,939 

17,644,800 

20,090,000 

10,033,600 

△2,586,310

7,867 

7,661 

小 計 50,339,182 47,768,400 △2,570,782

合 計 630,754,165 563,970,900 △66,783,265

7. 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

内 容 金 額

経常収益への振替額

基本財産運用益計上による振替額 4,756,141 

合 計 4,756,141 

8. 注記すべき関連当事者との取引はない。

9. 重要な後発事象はない。
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附属明細書 

 
令和 5 年 4 月 1 日より令和 6 年 3 月 31 日まで 

 

 

1. 基本財産及び特定資産の明細 

基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記に記載している。 

 

2. 引当金の明細 

期首又は期末のいずれにも残高はない。 

yyano
ハイライト表示



（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　額

(流動資産)

現　　　金 現金手許有高 運転資金として 745,587

普通預金 みずほ銀行駒込支店他1口 運転資金として 2,927,399

定期預金 みずほ銀行駒込支店 0

ゆうちょ銀行 小石川店 運転資金として 78,401

未収収益 0

前払金 0

流動資産合計 3,751,387

(固定資産)

基本財産 投資有価証券 国債 50,000,000

地方債 40,177,212

事業債 490,237,771

　定期預金 三菱東京ＵＦＪ銀行駒込支店 5,909,992

特定資産 投資有価証券 国債 20,231,110

地方債 10,025,939

事業債 20,082,133

　定期預金 みずほ銀行駒込支店 52,000,000

固定資産合計 688,664,157

692,415,544

(流動負債) 未払金 大塚商会　他 3月分消耗品　他未払金 79,851

預り金 本郷税務署　他 源泉所得税　他 11,940

91,791

(固定負債) 0

固定負債合計 0

91,791

692,323,753

貸借対照表科目

資産合計

満期保有目的であり、運
用益を事業と一部法人会
計の財源として使用して
いる。

満期保有目的であり、運
用益を法人会計の財源と
して使用している。

流動負債合計

負債合計

正味財産

（4）　財　産　目　録

令和6年3月31日現在

8
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令和5年4月1日から令和6年3月31日まで
標準進捗率

（単位:円） 100.0
当年度予算 決算額 差　　　異 進捗率(％)

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

（1）　経常収益

①　基本財産運用益 (4,757,000) (4,756,141) (859) 100.0
基本財産受取利息 4,757,000 4,756,141 859 

②　特定資産運用益 (175,000) (175,316) (△ 316) 100.2
特定資産受取利息 175,000 175,316 △ 316 

③　受取会費 (1,010,000) (1,010,000) (0) 100.0
賛助会費受取会費 1,010,000 1,010,000 0 

④　受取寄付金 (2,100,000) (2,101,000) (△ 1,000) 100.0
受取寄付金 2,100,000 2,101,000 △ 1,000 

⑤　雑収益 (0) (31) (△ 31)
雑収益 0 31 △ 31 

経常収益　計 8,042,000 8,042,488 △ 488 

(2） 経常費用　

①　事業費
仁科記念賞顕彰費 2,800,000 1,428,507 1,371,493 51.0
仁科記念講演会費 200,000 155,370 44,630 77.7
仁科記念奨励金 1,020,000 844,450 175,550 82.8
研究関連出版物刊行費 0 0 0 
諸謝金 400,000 233,870 166,130 58.5
役員報酬 600,000 600,000 0 100.0
給料手当 2,300,000 2,313,589 △ 13,589 100.6
旅費交通費 1,000,000 218,020 781,980 21.8
会議費 250,000 75,086 174,914 30.0
通信運搬費 40,000 37,215 2,785 93.0
消耗品費 200,000 242,475 △ 42,475 121.2
賃借料 480,000 480,000 0 100.0
物件使用料 420,000 363,000 57,000 86.4
支払手数料 30,000 77,224 △ 47,224 257.4
雑費 600,000 0 600,000 

10,340,000 7,068,806 3,271,194 68.4

②　管理費
諸謝金 330,000 333,341 △ 3,341 101.0
役員報酬 600,000 600,000 0 100.0
給料手当 1,250,000 1,271,061 △ 21,061 101.7
福利厚生費 20,000 13,775 6,225 68.9
旅費交通費 150,000 69,490 80,510 46.3
会議費 50,000 0 50,000 0.0
印刷製本費 250,000 163,790 86,210 65.5
通信運搬費 50,000 24,695 25,305 49.4
消耗品費 160,000 197,961 △ 37,961 123.7
賃借料 120,000 120,000 0 100.0
物件使用料 360,000 363,000 △ 3,000 100.8
支払手数料 10,000 8,592 1,408 85.9
雑費 152,000 157,158 △ 5,158 103.4

3,502,000 3,322,863 179,137 94.9

13,842,000 10,391,669 3,450,331 75.1

当期経常増減額 △ 5,800,000 △ 2,349,181 △ 3,450,819 

令和5年度(2023年度)収支計算書

科　　　　　　　　　　目

管理費合計

経常費用　計

事業費合計

9
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2. 経常外増減の部

（1） 経常外収益
経常外収益　計 0 0 0 

（2） 経常外費用

経常外費用　計 0 0 0 

当期経常外増減額 0 0 0 

当期一般正味財産増減額 △ 5,800,000 △ 1,349,181 △ 4,450,819

一般正味財産期首残高 63,500,000 62,347,959 1,152,041

一般正味財産期末残高 57,700,000 60,998,778 △ 3,298,778

Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産運用益 4,757,000 4,756,141 859 

一般正味財産への振替額 △ 4,757,000 △ 4,756,141 △ 859

当期指定正味財産増減額 0 0 0 

指定正味財産期首残高 636,324,975 632,324,975 4,000,000 

指定正味財産期末残高 636,324,975 631,324,975 5,000,000 

Ⅲ　正味財産期末残高 694,024,975 692,323,753 1,701,222 

10
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(仁科記念財団法人説明用) 

収支計算書に対する注記

収支計算書の予算・決算額との差異が著しい科目及びその理由

[収入の部] 

(経常収益) 

・ 受取寄付金予算額に対して決算額千円多いのは個人寄付金が１人あったため。

[支出の部]

(経常費用)

〔事業費〕

・ 「仁科記念顕彰費」の差額 1,371,493 円は受賞件数を 3 件予算計上していたが 1 件

となったことにより副賞等が 1 人分で済んだことによる。

・ 「仁科記念奨励金」（アジア賞）は授賞者招聘が 1 人の分の渡航費や滞在費となった。

・ 「諸謝金」、「旅費交通費」、「会議費」は、対面費用も考慮していたが WEB 対応とな

り費用の発生が少額となった。(管理費も同様)

・ 「支払手数料」は、Web サイトの更新があったため増額となった。

・ 「雑費」は予算でみすず書房（伊藤憲二著）の書籍５０冊を購入予定でいたが購入

無しとなった。

〔管理費〕

・ 印刷製本費（財団案内）は発行部数を少なくしたため。

・ その他の経費実績は通常経費の範囲。
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公益財団法人 仁科記念財団 

令和 6 年度（2024 年度）事業計画書 

仁科記念財団の公益目的事業は、定款第 4 条に掲げられている通り、故仁科芳雄博士

が開拓した原子物理学およびその応用に関する研究において（1）きわめて優秀な成果

を収めた者に対する仁科記念賞など褒賞の授与 （2）著名な研究者による仁科記念講演

会など学術的交流・集会の開催 （3）歴史的に貴重な資料・図書などの発掘・研究・保

存・公開のための仁科記念室の運営 （4）知識および思想を普及啓発するための出版物

刊行（5）優秀な人材の海外への派遣および外国からの受け入れの助成です。 

令和 6 年度（2024 年度）は、以下の公益目的事業を行います。 

（1）仁科記念賞の授与

仁科記念賞は、財団が創立した 1955年に第 1回が授与されて以来の長い伝統をもち、

原子物理学の分野では最も評価の高い賞としてよく知られています。2024 年度（第 70

回）も例年通り、2024 年 6 月 1 日から 8 月 31 日の 3 ヶ月間、当財団ホームページ、

日本物理学会誌、応用物理学会誌 に仁科記念賞候補者募集要項を公表するとともに、

広く学識者からの推薦を公募します。選考は仁科記念賞規程に則り選考委員会で行い、

受賞者には、賞状、賞牌と 1 件当り 60 万円の副賞を授けます。授賞件数は、3 件以内

とし、選考結果は理事会の承認を得た後すみやかに新聞紙上等に発表するとともに、授

賞理由を当財団ホームページとアジア太平洋物理学会連合（Association of Asia Pacific 

Physical Societies: AAPPS）の Bulletin 上に公表します。本年度の授賞式は、仁科芳

雄博士の誕生日の 12 月 6 日（金）に、これまでの受賞者、選考委員、運営諮問委員、

助言委員、顧問、評議員、役員等の参加する研究交流の場で執り行います。 

（2）仁科記念講演会の開催

仁科記念講演会は、社会に原子物理学およびその応用の真髄を知っていただくため、

1955 年以来毎年、一般の参加を得て開催されてきています。本年度は、第 70 回の定例

講演会を開催します。 

（3）仁科記念室史料の保管・整理・公開

仁科記念室の歴史的に貴重な資料・図書などの保管・整理・公開に努めます。関連諸

機関とも協力して史料の整理を進めるとともに、写真・書簡・論文等史料を電子化して

当財団ホームページの「デジタル仁科記念室」で逐次公開します。 

（4）出版物刊行

「仁科記念財団案内 2024 年」を出版します。また、仁科記念講演会の講演録や講演

録画などとともに、当財団がこれまで冊子体として刊行してきたものを電子化してホー

ムページの「出版および史料研究調査」に公開します。

資料４－１
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（5）優秀な人材の外国からの招聘

2013 年度に創設した「仁科アジア賞」は、所期の目的を達成したため、一昨年度の

第 10 回をもって終了しました。 

本年度は、コロナ禍のために招聘を延期してきた受賞者 2 名（2020 年度の Dr. Ying 

Jiang, Boya Distinguished Professor, International Center for Quantum Materials, 

School of Physics, Peking University, China と 2021 年度の Dr. Wang Yao , Chair 

Professor, Department of Physics, the University of Hong Kong, Hong Kong SAR, 

China）を受賞講演のため、それぞれ約 1 週間、招聘します。 

https://www.nishina-mf.or.jp/wp/wp-content/uploads/2020/08/2020NAA.pdf
https://www.nishina-mf.or.jp/wp/wp-content/uploads/2020/08/2020NAA.pdf
https://www.nishina-mf.or.jp/wp/wp-content/uploads/2021/08/2021NAAHP.pdf


2024年4月1日から2025年3月31日まで

（単位:円）
予算額 前年度予算額 増　　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

（1） 経常収益

① 基本財産運用益 (4,757,000) (4,757,000) (0)
基本財産受取利息 4,757,000 4,757,000 0 

② 特定資産運用益 (190,000) (175,000) (15,000)
特定資産受取利息 190,000 175,000 15,000 

③ 受取会費 (1,010,000) (1,010,000) (0)
賛助会費受取会費 1,010,000 1,010,000 0 

④ 受取寄付金 (1,100,000) (2,100,000) (△ 1,000,000)
受取寄付金 1,100,000 2,100,000 △ 1,000,000

⑤ 雑収益 (0) (0) (0)
雑収益 0 0 0 

経常収益　計 7,057,000 8,042,000 △ 985,000

(2） 経常費用

① 事業費

仁科記念賞顕彰費 3,500,000 2,800,000 700,000 
仁科記念講演会費 200,000 200,000 0 
仁科記念奨励金 900,000 1,020,000 △ 120,000
研究関連出版物刊行費 0 0 0 
諸謝金 400,000 400,000 0 
役員報酬 600,000 600,000 0 
給料手当 2,280,000 2,300,000 △ 20,000
旅費交通費 600,000 1,000,000 △ 400,000
会議費 250,000 250,000 0 
通信運搬費 40,000 40,000 0 
消耗品費 220,000 200,000 20,000 
賃借料 480,000 480,000 0 
物件使用料 404,500 420,000 △ 15,500
支払手数料 50,000 30,000 20,000
雑費 150,000 600,000 △ 450,000

10,074,500 10,340,000 △ 265,500 74.86 ％

② 管理費

諸謝金 336,000 330,000 6,000 
役員報酬 600,000 600,000 0 
給料手当 1,250,000 1,250,000 0 
福利厚生費 20,000 20,000 0 
旅費交通費 100,000 150,000 △ 50,000
会議費 50,000 50,000 0 
印刷製本費 200,000 250,000 △ 50,000
通信運搬費 50,000 50,000 0 
消耗品費 170,000 160,000 10,000 
賃借料 120,000 120,000 0 
物件使用料 401,500 360,000 41,500 
支払手数料 10,000 10,000 0 
雑費 75,000 152,000 △ 77,000

3,382,500 3,502,000 △ 119,500 25.14 ％

13,457,000 13,842,000 △ 385,000

当期経常増減額 △ 6,400,000 △ 5,800,000 △ 600,000

管理費合計

経常費用　計

令和6年度(2024年度)収支予算書

公益財団法人仁科記念財団

科 目 備　考

事業費合計

資料４－２

yyano
取り消し線



2. 経常外増減の部

（1） 経常外収益

経常外収益　計 0 0 0 

（2） 経常外費用

経常外費用　計 0 0 0 

当期経常外増減額 0 0 0 

当期一般正味財産増減額 △ 6,400,000 △ 5,800,000 △ 600,000

一般正味財産期首残高 61,000,000 63,500,000 △ 2,500,000

一般正味財産期末残高 54,600,000 57,700,000 △ 3,100,000

Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産運用益 4,757,000 4,757,000 0 

一般正味財産への振替額 △ 4,757,000 △ 4,757,000 0 

当期指定正味財産増減額 0 0 0 

指定正味財産期首残高 636,324,975 636,324,975 0 

指定正味財産期末残高 636,324,975 636,324,975 0 

Ⅲ　正味財産期末残高 690,924,975 694,024,975 △ 3,100,000



2024年4月1日から2025年3月31日まで

（単位:円）
公益目的事業 法人会計 合　　　計 備　考

Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.経常増減の部
（1） 経常収益

① 基本財産運用益 (3,329,900) (1,427,100) (4,757,000)
基本財産受取利息 3,329,900 1,427,100 4,757,000 

② 特定資産運用益 (190,000) (190,000)
特定資産受取利息 190,000 190,000 

③ 受取会費 (505,000) (505,000) (1,010,000)
賛助会費受取会費 505,000 505,000 1,010,000 

④ 受取寄付金 (1,050,000) (50,000) (1,100,000)
受取寄付金 1,050,000 50,000 1,100,000 

⑤ 雑収益 (0) (0) (0)
雑収益 0 0 0 
経常収益　計 4,884,900 2,172,100 7,057,000 

(2） 経常費用
① 事業費

仁科記念賞顕彰費 3,500,000 3,500,000 
仁科記念講演会費 200,000 200,000 
仁科記念奨励金 900,000 900,000 
研究関連出版物刊行費 0 0 
諸謝金 400,000 400,000 
役員報酬 600,000 600,000 
給料手当 2,280,000 2,280,000 
旅費交通費 600,000 600,000 
会議費 250,000 250,000 
通信運搬費 40,000 40,000 
消耗品費 220,000 220,000 
賃借料 480,000 480,000 
物件使用料 404,500 404,500 
支払手数料 50,000 50,000 
雑費 150,000 150,000 

10,074,500 10,074,500 74.86
② 管理費

諸謝金 336,000 336,000 
役員報酬 600,000 600,000 
給料手当 1,250,000 1,250,000 
福利厚生費 20,000 20,000 
旅費交通費 100,000 100,000 
会議費 50,000 50,000 
印刷製本費 200,000 200,000 
通信運搬費 50,000 50,000 
消耗品費 170,000 170,000 
賃借料 120,000 120,000 
物件使用料 401,500 401,500 
支払手数料 10,000 10,000 
雑費 75,000 75,000 

10,074,500 3,382,500 13,457,000 25.14
当期経常増減額 △ 5,189,600 △ 1,210,400 △ 6,400,000

2. 経常外増減の部
（1） 経常外収益

経常外収益　計 0 0 0 
（2） 経常外費用

経常外費用　計 0 0 0 
当期経常外増減額 0 0 0 
当期一般正味財産増減額 0 0 △ 6,400,000
一般正味財産期首残高 0 0 61,000,000

一般正味財産期末残高 0 0 54,600,000 
Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産運用益 3,329,900 1,427,100 4,757,000 
一般正味財産への振替額 △ 3,329,900 △ 1,427,100 △ 4,757,000
当期指定正味財産増減額 0 0 0 
指定正味財産期首残高 0 0 636,324,975 
指定正味財産期末残高 0 0 636,324,975 

Ⅲ　正味財産期末残高 0 0 690,924,975 

経常費用　計

科 目

令和6年度(2024年度)　収支予算書(損益計算ベース)内訳書

事業費合計

公益財団法人仁科記念財団
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